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「外国人登録者」数 200万人以上

「日本語指導が必要な外国人児童生徒」数「日本語指導が必要な外国人児童生徒」数

約3万人

外国人集住都市（28都市）
その一つが、三重県鈴鹿市
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大人が移動する理由

労働、移住、避難、結婚（離婚）、
留学、旅行 etc.

「移動する子どもたち」
「移動せざるをえない子どもたち」
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日本語を学ぶ子どもの

日本語の力をどう捉え、

どう実践を組み立てるのかを、

学校・行政・大学が一体となって

取り組んだ実践取り組んだ実践
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 Japanese as a Second Language:JSL

 JSL児童生徒への教育的課題へ向けて

１．専門的コーディネーター

２．JSLバンドスケールの導入

３ 授業デザイン３．授業デザイン

→「鈴鹿モデル」
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基本は、人づくり

教員研修用のDVD制作

指導者研修のためのDVDセット／

年少者日本語教育の最前線年少者日本語教育の最前線

『JSLの子どものことばの教育を創造する

ー「鈴鹿モデル」の挑戦ー』
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Disc１
「日本語教育コーディネーター」とは、どんな仕事？日本語教育コ ディネ タ 」とは、どんな仕事？

Disc２
「JSLバンドスケール」：日本語能力を把握するものさし

Disc３Disc３
日本語指導の実践をどのようにデザインするか
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『子どもの学びをどうつないでいくか
ー鈴鹿市立牧田小学校の実践ー』鈴鹿市立牧田小学校の実践 』

（２０１１）

『目黒の年少者「日本語教育コーディネーター」』

（２０１２）
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現在、「鈴鹿モデル」を全国の教員研修
に利用していただくため 貸し出しを行に利用していただくため、貸し出しを行っ
ている。

配布資料参照
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早稲田大学大学院
本語教育研究科日本語教育研究科

http://www/waseda.jp/gsjal/index/html
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